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要 旨 
私たちは、地球の水の起源の可能性のある彗星について、実際にどれくらい水が含まれているのか疑問を持った。

そこで、今回の研究では複数の彗星における測光観測とアーカイブデータの解析をもとに、彗星に含まれている水の

比率について議論した。 

１．背景 
彗星には、ガスやダストによるコマ(薄い大気)と尾が存在し、太陽の周りを楕円や放物線の軌道を描き公転して

いる。カイパーベルトから飛来する短周期彗星とオールトの雲から飛来するとされる長周期彗星に大別される。彗

星は、豊富に水を含むことから地球の水の起源の一つとして提案されている[1]。一方で、67P彗星のD/H比(水素

重水素比)が地球の海水に比べておよそ３倍であったこと[2]や、彗星の衝突頻度が低いこと[3]などから 、彗星の

水含有率から地球上の水量を説明できるかという議論が現在も続いている。私たちは生命の起源を探るべく、生命

に必須な物質である水がどこから来たのかについて興味を持った。 

２．目的 
複数の彗星を観測し、水の含有量を調べる。彗星に含まれる水の絶対量を求めることは難しい上、大きさは当然、

水の含有量の差に直結する。他の物質の分子に対する水の比率を比較し、彗星が水の起源である可能性を考察する。 
３．研究方法 

各彗星におけるコマ中のH2OとC2分子の比率(H2O/C2比)を求めるため、H2O+(中心波長

702nm)、C2(514nm)フィルターを用いて測光観測を行った。撮像画像の明るさを比較

し、分子・イオンの発光効率、H2O ⇆ H2O+＋e-反応の分岐率を考慮することで、彗星のコ

マのH2O/C2比を求め、彗星間で比較した。分光観測も予定したが、天候が悪くできなかっ

たため、過去の観測データを用いた。Leonard彗星の分光観測データの解析から、各輝線

の明るさを計算しNH2/C2比を求めた。また、アーカイブデータ[4]を使用し、彗星のOH, 

NH2, CN, C2, C3分子の核からの放出率のデータを比較した。 

４．観測結果 
測光観測では計4彗星(104P, 4P, 67P, 2019L3)をH2O+,C2フィルターで観測し

た。アーカイブデータの解析から、Leonard彗星のNH2/C2比は100程度だっ

た。また彗星によるNH/OH比やCN/OH比の違いを調べようとしたが、観測点

数が十分な彗星が少なかったため、唯一太陽に近づくにつれてOHの放出量が減

少していたC/1990 K1(Levy)の解析を行った。 

５．考察 
測光観測結果からH2O/C2比が彗星によって大きく異なることが分かった。

サンプル数が少なく、標準偏差やグラフの歪度を導出することは出来なかっ

た。太陽から遠いほどH2O/C2比が低い傾向が見られたが、これは低温度では

H2Oが昇華しにくいからだと考えられる。Leonard彗星のNH2/C2比は求めるこ

とができたが、測光では、H2O+フィルターはH2O+に対応する波長だけを

捉えている（本来H2O+フィルターはH2O+とNH2に対応する波長の光を透

過する）と仮定したため、直接比較することは出来なかった。C/1990 
K1(Levy)の解析からは、各分子の核からの放出量を比較すると、OHが太

陽に近づくにつれて減少していることが見て取れる。データセット(COBS 
database) で可視光での明るさの変化を見たところ、近日点通過前に明る

さのピークが来ていることから、途中で核の崩壊が起きているということ

が分かった。C/1990 K1(Levy)の解析で、彗星の核崩壊後にOHの放出量

が減少していたことから、彗星ごとに核の中の物質の割合がOHとその他

の物質で大きく異なる可能性があると考えた。 

６．今後の展望 
彗星の測光データの解析を再度行い考察を深めたい。今後、彗星の内部

構造についての議論を発展させていく。 
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